
 

各部会の活動状況について 

 

１．障がい者計画策定・推進部会 

○ 令和６年10月８日  第１回障がい者計画策定・推進部会 

(1) 大阪市障がい者施策推進協議会障がい者計画策定・推進部会の体制について 

(2) 大阪市障がい者支援計画等の進捗報告について 

(3) 令和７年度大阪市障がい者等基礎調査について 

(4) 入所施設からの地域移行について 

(5) 就労支援の充実について 

  

（概要） 

・大阪市障がい者施策推進協議会委員の委嘱に伴う新体制の確認と部会長及び部会長代理を 

選出 

・支援計画等にかかる令和５年度の進捗報告 

・令和７年度実施予定の基礎調査にかかる回答者の負担軽減及び新たに実施する精神科病院 

入院者に対する調査について確認 

・支援計画における令和６年度以降の進捗報告について、計画策定過程でご意見が多かった施 

策のテーマごとに議論を深めていくこととし、第１回は「入所施設からの地域移行について」「就労支 

援の充実について」を議論 

 

○ 令和７年３月13日  第２回障がい者計画策定・推進部会 

(1) 令和７年度大阪市障がい者等基礎調査について 

(2) 入所施設からの地域移行について 

(3) 精神科病院からの地域移行について 

(4) 就労支援の充実について 
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（概要） 

・令和７年度実施予定の基礎調査について、ワーキングメンバーや調査対象の抽出・調査票の配 

付や回収方法を確認 

・支援計画における取組の進捗報告として、「入所施設からの地域移行について」「精神科病院から 

の地域移行について」「就労支援の充実について」を議論 
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地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備

●
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
拡
充

・
地
域
に
お
け
る
入
所
施
設
の
役
割
や
機
能
の
検
討

入
所
定
員
に
関
す
る
検
討

●
地
域
移
行
に
関
す
る
理
解
促
進
の
取
組

障
が
い
者
支
援
施
設
へ
の
働
き
か
け

●
施
設
待
機
状
況
の
把
握
・
分
析

長
期
入
所
者
へ
の
働
き
か
け

●
地
域
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り

●
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
、
経
験
者
の
声

●
家
族
へ
の
啓
発

●
行
政
と
施
設
の
協
働
に
よ
る
「
施
設
が
担
う
機
能
等
」
の
整
理

強
度
行
動
障
が
い
へ
の
対
応

●
実
態
調
査
の
実
施
を
踏
ま
え
た
検
討
（
大
阪
府
と
連
携
、
R
8
予
定
）

●
手
帳
更
新
時
に
支
援
に
つ
な
ぐ
し
く
み
の
検
討

●
事
業
者
の
対
応
力
向
上

施
策
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
入
所
施
設
か
ら
の
地
域
移
行
の
促
進
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。

地
域
移
行
の
促
進
に
向
け
た
取
組
は
、
入
所
施
設
や
地
域
な
ど
多
面
的
な
要
素
を
含
む
総
合
的
な
取
組
で
あ
り
、
各
領
域
の
取
組
の
相
互
連
携
に
よ
り

進
め
る
こ
と
が
重
要
。

「親
な
き
後
へ
の
支
援
」
に
つ
な
げ
る
取
組

「施
設
入
所
者
地
域
生
活
移
行
促
進
事
業
」

「強
度
行
動
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
移
行
促
進
事
業
」

「集
中
的
支
援
体
制
お
よ
び
地
域
の
事
業
者
に
お
け
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」

施 設本 人 ・ 家 族地 域

指
導
的
立
場
の
事
業
者
の
確
立

地
域
の
事
業
者
間
の
連
携
強
化
（
自
立
支
援
協
議
会
の
活
用
）

自
立
支
援

協
議
会

入
所
施
設
か
ら
の
地
域
移
行
の
促
進
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

（
３
）
地
域
で
暮
ら
す

た
め
の
受
け
皿
づ
く
り

（
２
）
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り

（
１
）
施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
向
け
た
働
き
か
け
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２．地域自立支援協議部会（大阪市地域自立支援協議会） 

○ 令和６年10月７日  第１回地域自立支援協議部会 

(1)大阪市障がい者施策推進協議会 地域自立支援協議部会の体制について 

(2)地域生活支援拠点等の整備状況及び運用状況について 

(3)各区から報告のあった市の施策として取り組むべき課題について 

(4)区障がい者基幹相談支援センターの運営評価にかかる様式変更について 

(5)「日中サービス支援型グループホーム」から「介護サービス包括型グループホーム」への変更につい 

て 

 

（概要） 

・地域生活支援拠点等の整備状況及び運営状況について、令和５年度の取組内容及び拠点等 

の機能を担う障がい福祉サービス事業所等の登録状況の報告に対し、さらなる充実に向けた取組

を検討 

・市の施策として取り組むべき課題として、令和６年度より「セルフプランからの移行にかかる課題」

「障がい児支援における関係機関との連携」「災害時に備えた関係機関との連携」について検討

を進めることを確認 

 

○ 令和７年３月13日  第２回地域自立支援協議部会 

(1)主任相談支援専門員の役割について 

(2)障がい者基幹相談支援センターの運営評価に係る様式変更について 

(3)各区地域自立支援協議会から報告のあった市の施策として取り組むべき課題について 

 

（概要） 

 ・本市における主任相談支援専門員の役割について、配置されている事業所の種別ごとに、想定さ

れる具体的な活動内容も含めて整理した内容について確認。 

・市の施策として取り組むべき課題について、「セルフプランにかかる 65 歳及び 18 歳移行時の課題」

や、「災害時に備えた関係機関との連携」について、取組の方向性を検討。 

 

 

5



災
害
時
に
備
え
た
関
係
機
関
と
の
連
携

●
 災
害
発
生
時
に
備
え
た
障
が
い
の
あ
る
人
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
・・
・高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
要
配
慮
者
の
う
ち
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
で
、
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た
め
、
支
援
を
要
す
る
者
（
災
害
対
策
基
本
法
）

・
令
和
３
年
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
個
別
避
難
計
画
の
策
定
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ
た

●
 個
別
避
難
計
画
作
成
に
関
す
る
本
市
の
対
応

・
区
長
会
に
設
置
さ
れ
た
「
個
別
避
難
計
画
策
定
推
進
チ
ー
ム
会
議
」
 に
お
い
て
、
取
組
の
推
進
に
向
け
た
協
議
を
実
施
（
区
役
所
、
危
機
管
理
室
、
福
祉
局
が
参
画
）

・
大
阪
市
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
計
画
（
全
体
計
画
）
に
お
い
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
や
避
難
支
援
プ
ラ
ン
（
個
別
計
画
へ
の
作
成
等
）
に
つ
い
て
記
載

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

対
象
者

⇒
要
支
援
者
情
報
の
連
携
手
法
の
整
備
や
、
各
区
の
取
組
状
況
の
共
有
、
支
援
ツ
ー
ル
の
提
供
な
ど
を
行
う

・
個
別
避
難
計
画
の
作
成
は
、
区
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
各
区
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
区
役
所
が
地
域
団
体
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
組
を
推
進

・
令
和
６
年
度
よ
り
、
各
区
に
個
別
避
難
計
画
作
成
業
務
に
携
わ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
１
名
配
置

福
祉
局
に
お
け
る
関
わ
り

・個
別
避
難
計
画
策
定
推
進
チ
ー
ム
会
議
へ
の
参
画
、
平
時
に
お
け
る
地
域
の
見
守
り
活
動
等
と
の
連
携
の
推
進

・各
区
に
配
置
さ
れ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
福
祉
に
関
す
る
研
修
の
実
施

な
ど

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
、
要
介
護

3
以
上

②
要
介
護

2
以
下
で
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ
以
上

③
重
度
障
が
い
（
身
体
障
が
い

1
・2
級
、
知
的
障
が
い

A
、
精
神
障
が
い

1
級
）

④
視
覚
障
が
い
・聴

覚
障
が
い

3
・4
級

⑤
音
声
・言

語
機
能
障
が
い

3
級

⑥
肢
体
不
自
由
（
下
肢
・体

幹
機
能
障
が
い
）

3
級

⑦
人
工
呼
吸
器
装
着
者
等
、
医
療
機
器
等
へ
の
依
存
が
高
い
難
病
患
者

・
個
別
避
難
計
画
に
は
、
本
人
の
情
報
の
ほ
か
、
避
難
先
や
避
難
す
る
と
き
の
手
段
、
避
難
を
支
援
す
る
人
な
ど
を
記
載
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
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・
令
和
６
年
４
月
よ
り
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
業
務
継
続
計
画
（

B
C
P
）
の
作
成
が
義
務
付
け

●
 障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
お
け
る
取
組

非
常
時
に
お
い
て
も
、
利
用
者
に
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
中
断
さ
せ
な
い
、
ま
た
は
中
断
し
て
も
可
能
な
限
り
短
い
時
間
で
復
旧
さ
せ
る
た
め
の
方
針
、
体
制
、
手
順
等
を
示
し
た
計
画

業
務
継
続
計
画
（

B
C
P
：

B
u
si

n
e
ss

 C
o
n
ti
n
u
it
y
 p

la
n
）
と
は
・・
・

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
の
生
活
を
支
え
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
事
業
者
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

⇒
災
害
・感

染
症
対
策
の
２
種
類
の
作
成
が
必
要

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
お
け
る
自
然
災
害
発
生
時
の
業
務
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
：

R
3

.3
月
）
よ
り

利
用
者
の
安
全
確
保

サ
ー
ビ
ス
の
継
続

職
員
の
安
全
確
保

地
域
へ
の
貢
献

事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割

B
C
P
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

総
論

・リ
ス
ク
の
把
握

・優
先
業
務
の
選
定

・研
修
、
訓
練
の
実
施

・B
C
P
検
証
、
見
直
し
な
ど

平
常
時
の
対
応

・
建
物
、
設
備
の
安
全
対
策

・電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
対
策

・通
信
、
シ
ス
テ
ム
の
対
策

・必
需
品
の
備
蓄

な
ど

緊
急
時
の
対
応

・
利
用
者
等
の
安
否
確
認

・
避
難
場
所
、
避
難
方
法

・
重
要
業
務
の
継
続

・
復
旧
対
応

な
ど

他
施
設
と
の
連
携

・
連
携
体
制
の
構
築

・
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
構
築
、
参
画

な
ど

地
域
と
の
連
携

・
被
災
時
の
職
員
派
遣
、
福
祉
避
難
所
の
運
営
な
ど

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
お
け
る

B
C
P
の
取
組
は
、

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
避
難
支
援
お
よ
び
そ
の
後
の
生
活
支
援
等
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う

地
域
に
お
け
る
防
災
の
取
組
と
適
切
に
連
携
す
る
こ
と
が
重
要

B
C
P
に
お
い
て
は
、
事
業
の
継
続
に
必
要
な
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
整
備
の
ほ
か
、
利
用
者
の
安
否
確
認
や
、
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携
体
制
の
構
築
が
含
ま
れ
る

◇
事
業
所
等
の
安
否
確
認
の
対
象
と
な
る
利
用
者
に
は
、
個
別
避
難
計
画
策
定
の
対
象
者
も
含
ま
れ
る

◇
個
別
避
難
計
画
に
は
、
避
難
先
や
避
難
を
支
援
す
る
人
な
ど
の
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
事
業
所
等
の
安
否
確
認
に
お
い
て
も
役
立
つ
情
報
が
あ
る
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B
C

P
の
取
組
と
個
別
避
難
計
画
作
成
に
か
か
る
取
組
と
の
連
携
（
イ
メ
ー
ジ
）

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

利
用
者
の
安
否
確
認
、
状
況
確
認

災
害
時
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

対
象
者
の
安
否
確
認
、
状
況
確
認

災
害
時
に
お
け
る
避
難
支
援

サ
ー
ビ
ス
継
続
の
観
点

避
難
支
援
の
観
点

B
C

P
個
別
避
難
計
画

障
が
い
の
あ
る
人

連
携

地
域
団
体
等

区
役

所

●
 今
後
の
方
向
性

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、
利
用
者
の
安
否
確
認
や
地
域
と
の
連
携
を
意
識
し
た

B
C
P
の
作
成
に
つ
い
て
啓
発
し
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
お
け
る

B
C
P
の
取
組
と
、
区
役
所
が
行
う
個
別
避
難
計
画
策
定
の
取
組
の
連
携
が
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
る

ま
た
区
に
よ
っ
て
は
、
防
災
の
取
組
に
関
す
る
地
域
の
関
係
機
関
の
連
携
の
場
と
し
て

区
自
立
支
援
協
議
会
を
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

区
自
立
支
援
協
議
会
に
お
け
る
取
組
事
例
の
周
知
等
も
実
施
し

地
域
の
関
係
機
関
の
連
携
が
深
ま
る
よ
う
取
り
組
む

区
自
立
支
援
協
議
会
に
お
け
る
取
組
状
況
（

R
５
年
度
実
績
）

防
災
の
取
組
に
つ
い
て
の
協
議
、
講
演
会
・研

修
会
等
の
開
催

2
0
区

B
C
P
に
関
す
る
研
修
会
等
の
開
催

５
区
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●
 区
自
立
支
援
協
議
会
に
お
け
る
災
害
時
に
備
え
た
取
組
事
例

区
に
よ
っ
て
は
、
す
で
に
区
自
立
支
援
協
議
会
を
活
用
し
て
、
災
害
時
に
備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
共
有
や
関
係
機
関
の
連
携
が
進
め
ら
れ
て
い
る

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
ワ
ー
キ
ン
グ
（
西
区
）

経
緯

取
組

成
果

西
区
に
お
い
て
、
B
C
P
の
作
成
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
作
成
す
る
に
留
ま
っ
て
し

ま
い
、
実
態
が
伴
っ
て
い
な
い
事
業
所
が
散
見
さ
れ
た
こ
と
、

並
び
に
昨
今
の
巨
大
地
震
、
記
録
的
豪
雨
等
の
自
然
災
害
で
の
被
害

状
況
を
受
け
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
を
検
討

令
和
５
年
度
よ
り
、
西
区
地
域
自
立
支
援
協
議
会
に
、
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

→
区
の
防
災
担
当
と
連
携
し
、
災
害
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
(※

)監
修
の
も
と
、

昨
年
度
計
９
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
（
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
含
む
８
事
業
所
が
参
画
）

(※
)嘱

託
職
員
と
し
て
西
区
に
配
置

1
.発
災
時
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

津
波
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
西
区
で
は
、
発
災
時
の
場
面
ご
と
に

柔
軟
か
つ
適
切
な
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
る
な
か
で
、
事
業
所
内
、

送
迎
中
、
外
出
時
と
い
っ
た
、
状
況
に
応
じ
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

2
.図
上
訓
練
に
か
か
る
試
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
図
上
訓
練
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
図
上

訓
練
の
方
法
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

・作
成
し
た
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
西
区
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の

H
P
に

掲
載
し
、
広
く事

業
所
の
方
が
使
用
で
き
る
よ
う
周
知
予
定
（
令
和
６
年
度
中
）

・各
部
会
に
お
い
て
、
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、
実
際
に
図
上
訓
練
を

実
施
予
定
（
令
和
６
年
度
～
令
和
７
年
度
）

～
今
後
の
取
組
～

1
.2
⇒

B
C

P
の
内
容
充
実
に
も
つ
な
が
る
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他
区
の
防
災
に
関
す
る
取
組
事
例

・
B
C
P
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョン
ゲ
ー
ム
の
体
験
（
北
区
相
談
支
援
連
絡
会
）

・
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
の
防
災
講
座
を
実
施
（
平
野
区
障
が
い
当
事
者
部
会
）

・
防
災
安
全
課
職
員
を
講
師
に
迎
え
、
B
C
P
に
か
か
る
研
修
会
を
実
施
（
旭
区
仕
事
部
会
）

・
地
域
の
防
災
訓
練
へ
参
加
（
旭
区
自
立
支
援
協
議
会
本
会
）

・
B
C
P
の
作
成
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
（
東
淀
川
区
就
労
支
援
部
会
）

・
避
難
訓
練
で
福
祉
避
難
所
の
設
置
を
実
施
（
都
島
区
当
事
者
部
会
）

・
発
災
時
を
想
定
し
、
部
会
で
作
成
し
た
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
に
て
、
連
絡
体
系
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョン
を
実
施
（
西
淀
川
区
相
談
支
援
部
会
）

【
個
別
避
難
計
画
】

区
自
立
支
援
協
議
会
に
お
け
る
、
災
害
時
に
備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
共
有
や
関
係
機
関
の
連
携
に
つ
い
て
、
区
役
所
な
ど
へ
周
知
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
関
係
機
関
の
連
携
を
深
め
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築

体
験
の
様
子
（

B
C
P
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョン
ゲ
ー
ム
）

【
B
C
P
】

主
に
在
宅
で
の
支
援
を
行
う
計
画
相
談
支
援
お
よ
び
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
を
中
心
に
、
利
用
者
の
安
否
確
認
や
地
域
と
の
連
携

を
意
識
し
た

B
C
P
の
作
成
に
つ
い
て
啓
発
し
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
お
け
る

B
C
P
の
取
組
を
促
進

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
が
相
互
に
作
用
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
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３．発達障がい者支援部会 

○ 令和６年10月４日  第１回発達障がい者支援部会 

(1) 発達障がい者支援センター事業実施状況について 

(2) 発達障がい者支援施策の実施状況等について 

(3) 【発達障害児者地域生活支援モデル事業】 

「ペアレント・トレーニングのプログラム作成に向けた調査・分析及び 

ペアレント・トレーニングファシリテーター養成講座の実施」 

 

（概要） 

・各事業の取組状況を報告、これまでの意見を踏まえ、今年度、専門療育の 1 年後アンケート内 

容の見直しを行い、実施することを確認 

・発達障害児者地域生活支援モデル事業について、昨年度の厚労省への報告内容、コメント等を 

踏まえ、データの蓄積のため、引き続き、ペアレント・トレーニングにおける受講者の年代別話題の調 

査・分析及び地域におけるファシリテーター養成のための講座を実施することを確認 

 

○ 令和７年３月10日  第２回発達障がい者支援部会 

(1) 発達障がい者支援センター事業実施状況について 

(2) 発達障がい者支援施策の実施状況等について 

(3) 【発達障害児者地域生活支援モデル事業】 

「ペアレント・トレーニングのプログラム作成に向けた調査・分析及び 

ペアレント・トレーニングファシリテーター養成講座の実施」の検証について 

(4) 令和７年度大阪市障がい者等基礎調査について 

 

（概要） 

     ・各事業の取組状況を報告、この間の議論を踏まえ専門療育の 1 年後アンケート内容を見直し実 

施。その回答結果について確認 

・発達障害児者地域生活支援モデル事業について、ペアレント・トレーニングにおける 受講者の年 

代別話題の調査・分析及びファシリテーター養成講座の受講者アンケートによるニーズ調査及び学 

会報告内容を踏まえ実施状況のまとめを確認 
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令
和
６
年
度

発
達
障
害
児
者
地
域
生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業
報
告

令
和
７
年
２
月
２
６
日
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「
ペ

ア
レ

ン
ト

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
に

向
け

た
調

査
・

分
析

」
及

び
「

ペ
ア

レ
ン

ト
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
実

施

【
事
業
目
的
】

大
阪
市
で
は
、
平
成
２
６
年
度
よ
り
幼
児
期
・学
齢
期
（低
学
年
・高
学
年
）、
思
春
期
と
年
代
別
に
グ
ル
ー
プ
編
成
し
た
ペ
ア
レ
ン
ト
・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（以
下
「Ｐ

Ｔ
」と
略
す
）を
実
施
し
て
き
た
。
令
和
４
年
度
は
、
「
P

T
基
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
応
用
し
た
幼
児
版

P
T
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ズ
（以
下
「
S
V
」と
略
す
）す
る
手
法
を
整
え
た
。
令
和
５
年
度
は
、

P
T
参
加
者
の
発
言
を
分
析
し
年
代
別
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
て
、
地
域
の
事
業
所
で

P
T
を
実
施
す
る
際
に
必
要
と
さ
れ
る
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
。

今
年
度
は
、

P
T
参
加
者
の
発
言
内
容
の
分
析
を
継
続
し
、
デ
ー
タ
数
を
増
や
す
こ
と
で
調
査
の
妥
当
性
を
高
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
実
施
や
、
当
セ
ン
タ
ー
主
催

P
T
の
見
学
、

S
V
を
通
し
て
、
地
域
の
事
業
所
で

P
T
を
実
施
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
。

・グ
ル
ー
プ
実
施
期
間

令
和
５
年
５
月
１
０
日

～
令
和
７
年
３
月
１
１
日

・参
加
者

市
内
在
住
で
、
発
達
障
が
い
の
診
断
が
あ
る
（疑
い
含
む
）お
子
さ
ん
の
保
護
者
（１
１
グ
ル
ー
プ
、
合
計
６
７
人
）

幼
児
期
（年
少
～
年
長
児
）

 ：
３
グ
ル
ー
プ
１
８
人

低
学
年
（小
学
１
年
～
３
年
）
：
３
グ
ル
ー
プ
１
９
人

高
学
年
（小
学
４
年
～
６
年
）
：
３
グ
ル
ー
プ
２
０
人

中
学
校
（中
学
１
年
～
３
年
）
：
２
グ
ル
ー
プ
１
０
人
（今
年
度
の
１
グ
ル
ー
プ
は
実
施
中
の
た
め
分
析
途
中
）

・プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

幼
児
期

：
昨
年
度
の
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
物
で
あ
る
「基
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
応
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

 低
学
年
・高
学
年
・中
学
校

：
奈
良
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
調
査
・分
析
方
法
】

・調
査
方
法
：事
前
に
参
加
者
に
調
査
に
関
す
る
説
明
を
口
頭
と
書
面
で
行
い
、
同
意
書
に
署
名
を
も
ら
っ
た
（７
１
人
の
う
ち
６
７
人
か
ら
同
意
を
得
た
）。

 P
T
に
同
席
す
る
サ
ブ
ス
タ
ッ
フ
が
、
参
加
者
の
発
言
内
容
を
共
通
の
記
録
シ
ー
ト
に
記
録
し
た
。

・分
析
方
法
：P

T
の
進
行
に
伴
う
個
人
の
継
時
的
な
変
化
に
つ
い
て
記
録
デ
ー
タ
を
質
的
デ
ー
タ
分
析
す
る
と
共
に
、
ど
の
様
な
話
題
が
出
た
か
を

 ラ
イ
フ
ス
キ
ル
の
項
目
（
W

H
O
と
梅
永
雄
二
氏
の
分
類
を
参
考
）を
中
心
に
分
類
し
て
、
各
年
代
毎
の
特
徴
を
整
理
し
た
。

【
実
施
期
間
・参
加
者
・使
用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

1
.
ペ

ア
レ

ン
ト

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
に

向
け

た
調

査
・

分
析
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【
各
年
代
の
特
徴
】

「
ペ

ア
レ

ン
ト

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
に

向
け

た
調

査
・

分
析

」
及

び
「

ペ
ア

レ
ン

ト
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
実

施

幼
児

低
学
年
（
小
1～

３
年
）

高
学
年
（
小
4～

６
年
）

中
学
校
(中

１
～
3年

）

参
加
者
の

特
徴

子
ど
も
と
一
緒
に
行
動
す
る
機
会
が
多
く
「
親
で
あ
る

私
が
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
怒
る

子
育
て
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
親
と
し
て
の
役
割
を
上

手
く
は
た
せ
ず
に
挫
折
し
、
自
信
を
喪
失
し
た
状
態

で
、
焦
り
や
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

同
年
代
の
子
ど
も
が
一
人
で
行
動
す
る
機
会
が
増
え
る

中
、
我
が
子
は
未
だ
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
場
合
が

多
い
た
め
、
誰
に
も
分
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
孤
独

感
を
抱
き
や
す
い
。
就
学
を
機
に
「
宿
題
を
や
ら
せ
な

い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
強
ま
り
、

宿
題
に
関
す
る
話
題
が
多
く
み
ら
れ
た
。
た
だ
、
日
々

の
生
活
の
維
持
で
精
一
杯
な
状
況
で
は
、
宿
題
の
話
題

は
減
少
し
た
。

不
登
校
や
登
校
し
ぶ
り
が
増
え
、
こ
れ
ま
で
の
自
身
の

子
育
て
に
不
全
感
を
抱
き
や
す
い
。
子
ど
も
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
複
雑
に
な
っ
て
く
る
年
代
で
あ

る
た
め
、
子
ど
も
自
身
が
集
団
の
中
で
適
応
で
き
る
た

め
の
生
活
習
慣
や
社
会
性
を
最
低
限
身
に
着
け
て
ほ
し

い
と
い
う
切
実
な
願
い
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
子

ど
も
が
で
き
る
こ
と
に
ま
で
干
渉
し
て
し
ま
う
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

子
ど
も
が
社
会
に
出
て
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
不

安
が
顕
在
化
し
や
す
い
。
思
春
期
特
有
の
精
神
面
の
不

安
定
さ
に
加
え
て
、
学
業
成
績
で
評
価
に
さ
ら
さ
れ

る
、
不
登
校
の
長
期
化
、
な
ど
の
影
響
で
、
親
子
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
少
し
た
り
、
高
圧
的
で
指

示
的
な
会
話
が
見
ら
れ
た
。
持
ち
物
や
時
間
の
管
理
能

力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
親
が
ど
の
程
度
介
入

す
る
べ
き
か
迷
う
姿
が
み
ら
れ
た
。

ニ
ー
ズ

「
親
と
し
て
子
ど
も
を
受
け
止
め
た
い
」

「
上
手
く
関
わ
り
た
い
」

「
子
ど
も
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

「
子
ど
も
を
支
え
ら
れ
る
親
に
な
り
た
い
」

「
子
ど
も
の
気
持
ち
を
知
り
た
い
」

「
子
と
の
関
係
を
改
善
し
た
い
」

「
思
春
期
に
応
じ
た
か
か
わ
り
方
を
学
び
た
い
」

話
題

・
日
常
生
活
動
作
：
身
辺
の
自
立
に
む
け
、
ト
イ
レ
・

着
替
え
・
食
事
な
ど
、
で
き
な
い
事
を
出
来
る
よ
う
教

え
て
い
く
関
わ
り
が
主
と
な
る
。

・
生
活
習
慣
：
起
床
や
就
寝
、
一
連
の
流
れ
（
登
園
準

備
、
帰
宅
後
、
入
浴
、
等
）
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い

話
題
が
頻
発
。
ゲ
ー
ム
や
動
画
の
止
め
さ
せ
方
や
家
庭

内
で
の
ル
ー
ル
の
話
題
も
多
い
。

・
地
域
参
加
：
ス
ー
パ
ー
や
公
園
、
電
車
な
ど
、
公
共

の
場
で
の
振
る
舞
い
に
関
す
る
話
題
も
出
る
。

・
学
校
：
子
ど
も
に
宿
題
を
や
ら
せ
る
為
の
関
わ
り
に

苦
悩
し
て
お
り
、
宿
題
に
関
す
る
話
題
が
目
立
つ
。

・
家
族
関
係
：
参
加
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
関
す
る
話
題

も
あ
が
り
、
PT

に
参
加
し
て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
自
分
と

変
わ
ら
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
性
が
出
や
す
い
。

・
生
活
習
慣
：
起
床
や
就
寝
、
一
連
の
流
れ
（
登
校
準

備
、
帰
宅
後
、
入
浴
、
食
事
、
等
）
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

か
な
い
話
題
が
頻
発
。
ゲ
ー
ム
や
動
画
の
止
め
さ
せ
方

や
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
の
話
題
も
多
い
。

・
学
校
：
学
習
に
関
す
る
工
夫
が
話
題
に
出
る
。
不
登

校
や
登
校
渋
り
に
関
す
る
話
題
が
増
え
る
。

・
家
族
関
係
：
母
子
関
係
を
表
す
話
題
が
増
え
る
。

・
自
己
管
理
：
身
だ
し
な
み
や
時
間
管
理
（
家
を
出
る

時
間
に
間
に
合
わ
な
い
等
）
に
関
す
る
話
題
が
で
る
。

・
地
域
参
加
：
一
人
や
友
人
と
の
外
出
が
増
え
、
バ
ス

や
電
車
で
の
移
動
、
門
限
が
話
題
に
上
が
る
。

・
意
思
決
定
/問

題
解
決
：
子
ど
も
自
身
が
周
囲
に
自

分
の
意
思
を
伝
え
た
り
、
問
題
を
解
決
す
る
事
に
関
す

る
話
題
が
増
え
る

・
学
校
：
不
登
校
の
長
期
化
、
定
期
テ
ス
ト
や
課
題
提

出
に
関
す
る
話
題
が
目
立
つ
。

・
家
族
関
係
：
親
へ
の
反
抗
的
な
態
度
や
、
部
屋
に
籠

る
、
暴
言
等
、
思
春
期
特
有
の
問
題
が
で
て
く
る
。

・
自
己
管
理
：
持
ち
物
や
提
出
物
の
管
理
、
定
期
テ
ス

ト
や
提
出
物
に
向
け
た
計
画
に
関
す
る
話
題
が
増
え

る
。

・
意
思
決
定
/問

題
解
決
：
親
の
制
限
を
減
ら
し
、
子

ど
も
に
任
せ
る
事
柄
が
増
え
た
。

・
進
路
：
進
路
の
選
択
、
子
ど
も
の
高
校
に
関
す
る
態

度
、
学
校
見
学
や
面
接
等
。
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幼
児
・低
学
年
は
、
親
主
導
で
子
ど
も
に
関
わ
る
機
会
が
多
く
、
子
ど
も
が
比
較
的
素
直
に
従
う
年
代
で
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
で
出
て
く
る
話
題
も
家
庭
内
で
取
り
組
み

や
す
い
話
題
で
あ
る
。
幼
児
期
に
は
「親
と
し
て
の
自
信
を
回
復
す
る
」た
め
に
、
受
容
的
で
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
効
果
が
強
ま
る
よ
う
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
低

学
年
に
は
「親
が
対
応
を
変
え
る
必
要
性
を
認
識
す
る
」た
め
に
、
家
庭
で
の
実
践
を
促
し
て
親
の
変
化
に
肯
定
的
注
目
を
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が

け
る
と
効
果
的
だ
ろ
う
。

高
学
年
・中
学
校
は
、
親
の
関
与
を
徐
々
に
減
ら
し
て
子
ど
も
主
体
に
移
行
し
て
い
く
年
代
と
な
り
、
Ｐ
Ｔ
で
出
て
く
る
話
題
は
、
学
校
を
中
心
と
し
た
社
会
と
の

関
わ
り
の
中
で
子
ど
も
自
身
が
取
り
組
む
課
題
が
増
え
て
く
る
。
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
や
、
外
部
連
携
の
視
点
を
も
ち
、
親
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

を
担
う
こ
と
も
検
討
し
た
い
。
あ
わ
せ
て
、

 「
子
ど
も
の
自
主
性
を
育
む
」

 「
子
ど
も
の
意
思
を
尊
重
す
る
」た
め
に
、
親
子
の
対
話
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
な
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

Ｐ
Ｔ
の
効
果
が
限
定
的
で
あ
っ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
で
解
決
で
き
な
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
参
加
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
終
了
後
の
継
続
的
な
相
談
や
、
専

門
家
へ
の
リ
フ
ァ
ー
も
求
め
ら
れ
る
。

【
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
視
点
】

「
ペ

ア
レ

ン
ト

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
に

向
け

た
調

査
・

分
析

」
及

び
「

ペ
ア

レ
ン

ト
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
実

施

幼
児

低
学
年
（
小
1～

３
年
）

高
学
年
（
小
4～

６
年
）

中
学
校
(中

１
～
3年

）

落
ち
着
い
て
客
観
的
に
子
ど
も
を
み
れ
る
よ
う
に
な

り
、
感
情
的
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

子
ど
も
へ
の
肯
定
的
な
理
解
と
対
応
を
と
れ
る
よ
う
に

な
る
が
、
「
保
護
者
自
身
が
子
へ
の
関
わ
り
方
を
変
え

た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
」
参
加
者
の
効
果
が

早
く
現
れ
、
「
子
ど
も
の
行
動
が
変
わ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
期
待
が
強
い
」
参
加
者
は
効
果
が
遅
れ
て
現
れ

た
。

子
ど
も
の
精
神
的
な
成
長
に
伴
い
、
子
ど
も
の
意
思
や

自
主
性
を
育
む
姿
勢
が
見
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
保
護

者
が
「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
期
待
す
る
子
ど
も
像
を
求

め
る
気
持
ち
が
強
い
と
、
子
ど
も
の
行
動
上
の
「
で
き

た
/で

き
な
い
」
に
注
目
が
い
き
、
子
の
内
面
に
ま
で

関
心
が
及
ば
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
と
の
適
切
な
心
理
的
距
離
を
模
索
し
、
子
ど
も

の
意
思
を
尊
重
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
将
来
の
不
安
を

抱
え
な
が
ら
も
、
今
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
む
意
欲
が

で
た
。
子
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
苦
手
な
所
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
に

求
め
ら
れ
る

視
点

親
と
し
て
の
自
信
を
回
復
す
る

親
が
対
応
を
変
え
る
必
要
性
を
認
識
す
る

子
ど
も
の
自
主
性
を
育
む

子
ど
も
の
意
思
を
尊
重
す
る

P
T効

果

・
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
得
た
り
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
か
ら
安
心
感
を
得
る
」
→
「
養
育
行
動
が
変
化
す
る
」
→
「
子
ど
も
の
行
動
や
親
子
の
関
係
性
が
変
化
す
る
」
と
い
う
流
れ
で
効
果
が
表
れ
た
。

・
日
々
の
生
活
の
維
持
で
精
一
杯
な
状
況
で
は
、
「
養
育
行
動
の
変
化
→
子
ど
も
や
親
子
の
関
係
性
の
変
化
」
よ
り
、
参
加
者
の
安
心
感
の
醸
成
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
こ
と
が
主
と
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
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【
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
実
施
】

【
P

T
見
学
】

【
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
】

・日
時

：
令
和
６
年
９
月
１
２
、
１
３
日

10
：0

0～
16
：0

0
・場

所
：
新
大
阪
丸
ビ
ル
別
館

・講
師

：
森
千
夏
先
生

（筑
波
大
学

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
推
進
局

助
教
）

・参
加
者

：
１
４
人

大
阪
市
内
で
発
達
障
が
い
児
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
・児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
で
、

 
支
援
経
験
５
年
以
上
の
方

・対
象

：
令
和
５
年
度
養
成
講
座
受
講
者
が
運
営
す
る
子
育
て
広
場
で
実
施
す
る

P
T
（令
和
６
年
３
月
～
令
和
６
年
８
月
）。

・方
法

：
当
セ
ン
タ
ー
作
成
の
幼
児
版
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

 Ｐ
Ｔ
準
備
～
実
施
期
間
を
通
し
て
、
質
問
や
相
談
へ
の
対
応

 ３
回
目
に
参
加
し
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
補
足
説
明
や
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
後
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
を
実
施

・感
想

・見
学
者

：
令
和
６
年
度
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受
講
者
で
、
見
学
を
希
望
す
る
４
名

・見
学
す
る
グ
ル
ー
プ
：
当
セ
ン
タ
ー
主
催
の
幼
児
グ
ル
ー
プ
（基
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
応
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
）

・感
想

「
ペ

ア
レ

ン
ト

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
に

向
け

た
調

査
・

分
析

」
及

び
「

ペ
ア

レ
ン

ト
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
実

施

2
.
地

域
で

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
養

成
の

た
め

の
体

制
構

築

・フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
相
づ
ち
や
褒
め
方
、
保
護
者
同
志
で
褒
め
合
え
る
場
づ
く
り
等
で
、
グ
ル
ー
プ
の
雰
囲
気
づ
く
り
を
す
る
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。

・家
族
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
単
発
の
講
座
を
し
て

P
T
に
つ
な
げ
た
い
が
、
事
業
所
内
に

P
T
を
す
る
仲
間
が
必
要
。

・養
成
講
座
で
知
り
合
っ
た
人
の
事
業
所
で
座
談
会
の
見
学
を
さ
せ
て
も
ら
う
等
、
支
援
者
同
志
の
繋
が
り
が
で
き
た
。

・P
T
を
職
員
へ
の
指
導
に
も
使
う
等
、
事
業
所
内
の
人
材
育
成
に
も
役
立
て
た
い
。

・P
T
実
施
す
る
際
に
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
助
け
て
ほ
し
い
。

・ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
保
護
者
さ
ん
へ
の
助
言
の
幅
が
広
が
っ
た
。

・気
に
な
る
保
護
者
が
い
る
と
き
に
、
Ｐ
Ｔ
を
案
内
で
き
る
安
心
感
が
あ
る
。
助
言
や
話
を
聞
く
だ
け
で
は
難
し
い
保
護
者
さ
ん
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
。

・Ｐ
Ｔ
実
施
の
際
の
疑
問
点
な
ど
質
問
・相
談
で
き
た
り
、
現
場
を
見
て
も
ら
っ
て
振
り
返
り
の
時
間
を
も
て
る
こ
と
が
、
有
難
か
っ
た
。
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【
日
本
発
達
障
害
学
会
第
５
９
回
研
究
大
会

ポ
ス
タ
ー
発
表
】

・開
催
日

：
令
和
６
年
１
０
月
５
、
６
日

・
題

：
「ペ
ア
レ
ン
ト
・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
の
試
み
ー
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
行
動
指
針
と
具
体
的
行
動
リ
ス
ト
の
作
成
ー
」

・目
的

  
 ：
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
養
成
に
は
、
養
成
講
座
だ
け
で
な
く
S
V
も
必
要
と
さ
れ
る
が
、
「ペ
ア
レ
ン
ト
・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実
践
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

「ペ
ア
レ
ン
ト
・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
支
援
者
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
は
、

S
V
の
あ
り
方
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
行
動
指
針
と

具
体
的
行
動
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
経
験
の
浅
い
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
ガ
イ
ド
と
し
て
活
用
し
、
ま
た
、

S
V
の
際
に
行
動
リ
ス
ト
の

達
成
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
等
し
て
活
用
し
た
い
。

「
ペ

ア
レ

ン
ト

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
に

向
け

た
調

査
・

分
析

」
及

び
「

ペ
ア

レ
ン

ト
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
実

施

P
T
の
進
行
に
と
も
な
う
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
行
動
モ
デ
ル

【
課
題
】

養
成
講
座
を
受
講
し
た
後
に
、
実
際
の
Ｐ
Ｔ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
見
学
、
Ｐ
Ｔ
を
自
施
設
で
実
施
す
る
際
の

S
V
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
、
地
域
で
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の
体
制
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
職
員
体
制
の
問
題
や
、
自
施
設
に
あ
っ
た
実
施
方
法
の
工
夫
の
必
要
性
な
ど
の
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
養
成
体
制
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｔ
を
導
入
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
や
、
Ｐ
Ｔ
の
勉
強
会
や
連
絡
会
の
よ
う
な
継
続
的

に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
支
援
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

S
V

 の
実
施
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
そ
こ
で
得
た
知
見
を
養
成
体
制
の
充
実
の
た

め
に
活
用
す
る
等
し
て
、
効
果
的
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
に
つ
な
げ
た
い
。
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４．障がい者差別解消支援地域協議部会  

○ 令和６年10月２日  第１回障がい者差別解消支援地域協議部会 

(1) 令和５年度 第２回障がい者差別解消支援地域協議部会 委員意見について 

(2) 相談窓口における対応状況（令和６年２月～令和６年８月）について 

(3) 令和６年度 研修・啓発等の実績及び予定について 

(4) その他 

 

○ 令和７年３月12日  第２回障がい者差別解消支援地域協議部会 

(1) 令和６年度 第１回障がい者差別解消支援地域協議部会 委員意見について 

(2) 相談窓口における対応状況（令和６年９月～令和７年１月）について 

(3) 令和６年度 研修・啓発等の実績について 

(4) その他 

 

（概要） 

・障がいを理由とする差別に関する相談窓口における対応状況を報告し、相談事例を共有 

・令和６年度の研修・啓発の実績報告 

・今後の効果的な周知・啓発について検討 
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令和６年度 大阪市障がい者差別解消支援地域協議部会（概要） 

 

 

１ 相談窓口の対応状況 

・障がいを理由とする差別に関する相談窓口における対応状況（R6.2～R7.1） 

《相談内容》（相談者の主訴に基づく）     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研修・啓発等 

令和６年度障害者差別解消法に関する研修・啓発等の実績 

 

《市民・事業者向け》 

・あいサポート研修（令和７年１月末時点 49回） 

・出前講座（令和７年１月末時点 41回）※令和５年度実施件数 ７回 

・宿泊施設における衛生管理等講習会 

・バリアフリー展 2024セミナー 

・各種研修会への参加 

（大阪市地域リハビリテーション協議会関係機関職員研修会、福祉タクシー研修会、 

大阪市社会福祉協議会職員全体研修、大阪市身体障がい者相談員研修会、 

大阪市こども会育成連合協議会中央研修会） 

・大阪市障がい者差別解消講演会 

・障がい者総合支援制度等における指定事業者・施設及び大阪市移動支援事業者集団指導 

 

《市職員向け》 

・新採用者研修（約 700人） 

・障がい者福祉担当職員新任研修（24区） 

・全職員向け eラーニング研修（受講者数 18,185人） 

・人権相談担当者会での研修（24区） 

・環境局人権問題研修（受講者数 30人） 

  R6.2～R7.1 

不当な差別的取扱に関する相談 ９件 

合理的配慮の不提供に関する相談 16件 

環境の整備に関する相談 ２件 

その他（要望・苦情等） １件 

 計 28 件 
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５．精神障がい者地域生活支援部会 

○ 令和６年10月22日  第１回精神障がい者地域生活支援部会 

(1) 「第６期大阪市障がい福祉計画」（令和３年度～令和５年度）の実績及び 

「第７期大阪市障がい福祉計画」（令和６年度～令和８年度）の成果目標 

(2) 令和５年度精神科在院患者調査からの報告について 

(3) 令和５年度こころの健康センターの「にも包括」に係る取り組みについて 

(4) 令和６年度精神科病院における虐待通報窓口設置後の経過及び入院者訪問支援事業に

ついて 

(5) 令和７年度大阪市障がい者等基礎調査における精神科病院入院者を対象とした調査及び

ワーキング会議委員の選任について 

 

（概要） 

・「第６期大阪市障がい福祉計画」の実績及び「第７期大阪市障がい福祉計画」の成果目標につ 

いて確認 

・精神科在院患者調査を基に入院患者の状況を確認 

・地域生活移行推進事業やピアサポーターの育成など、「精神障害にも対応した地域包括ケアシス 

テムの構築」に関する取り組みについて確認 

・虐待通報窓口設置後の経過及び入院者訪問支援事業について確認 

・令和７年度大阪市障がい者等基礎調査における精神科病院入院者を対象とした調査の実施 

案の説明及びワーキング会議委員の選出 

 

○ 令和６年11月26日  第１回精神障がい者地域生活支援部会 ワーキング会議 

(1)ワーキング会議座長選出 

(2)大阪市障がい者等基礎調査について 

 

（概要） 

・大阪市障がい者等基礎調査実施方法及び調査項目について検討 
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○ 令和６年12月17日  第２回精神障がい者地域生活支援部会 ワーキング会議 

(1)大阪市障がい者等基礎調査（案）について 

(2)障がい者基礎調査票（精神科病院入院者用）（案）について 

 

（概要） 

・大阪市障がい者等基礎調査実施方法及び調査項目について検討 

 

○ 令和７年２月13日  第２回精神障がい者地域生活支援部会 

(1) 令和７年度 大阪市障がい者等基礎調査について 

(2) 令和６年度こころの健康センターの「にも包括」に係る取り組みについて 

・令和６年度 心のサポーター養成研修の報告について 

・入院者訪問支援事業の実施状況の報告について 

(3)令和６年度から令和８年度の障がい者支援計画の進捗報告にかかる資料について 

(4)高齢者施設等への入所を希望する方への支援モデルの検討について 

 

（概要） 

・令和７年度大阪市障がい者等基礎調査に関し、ワーキング会議検討内容について確認 

・心のサポーター養成研修や入院者訪問支援事業の実施状況を確認 

・障がい者支援計画の進捗報告を確認 

・高齢者施設等への入所希望者への支援モデルの検討について確認 

 

22



調査項目番号

記入者種別 本人単独・本人の意向で支援者記入等 （はじめに）

入院前の住まい 区名 １－問　１

性別 男・女 　　問　２

満年齢 〇歳 　　問　３

障がいの種別 精神・知的・身体・発達・高次脳機能・難病 　　問　４

障がい者手帳の種類・等級 精神1～３・知的A～B2・身体1～６ 　　問　５

　　 身体障がいの種類 視覚・聴覚・音声等 　　問　６

自立支援医療受給の有無 有無等 　　問　７

障がい支援区分 区分1～６・非該当・未申請 　　問　８

収入の種類 年金・給料・生活保護等 　　問　９

要介護認定 要支援１～２・要介護１～５・非該当・未申請       問１０

入院直前の住まい（種別） 自宅・GH・入所施設・別の病院・その他 ２－問１１

　　入院直前の同居者 配偶者・親・子ども等 　　問１２

入院前にしていたこと デイケア・就労・学校等 　　問１３

過去１年間の入院期間 1か月未満～1年以上 ３－問１４

　　今回の入院期間 1年～２０年未満 　　問１５

過去１年間の入院回数 １回・２回・３回等 　　問１６

現在の入院形態 任意・医療保護・措置・その他 等 　　問１７

病棟内での身の回りの手伝い 病院内の移動・排泄・着替え・食事等 　　問１８

点滴・胃ろう等（医療的ケア）の有無 有無等 　　問１９

最近３か月間の面会者 家族や親せき・友人知人・区役所職員等 　　問２０

最近３か月間病棟外に出た範囲 病院内・外出・外泊等 　　問２１

退院についての希望 退院したい・安心できる環境が整えば退院したい等 ４－問２２

　　　　　退院希望時期 ３か月未満・３か月以上から半年未満等 　　問２３

入院継続の理由 高齢になったから・住む家がなくなったから等 　　問２４

退院後希望する暮らし方や場所 一人暮らし・家族や友人と暮らしたい等 　　問２５

問２５の内容は入院前と同じか はい・いいえ・わからない 　　問２６

退院後安心して暮らすために必要なもの 相談できる人・一緒に暮らす人・家族とのつながり等 　　問２７

退院後やってみたいこと 好きな番組、動画を観たい・好きなものを食べたい等 　　問２８

自由意見 自由記載 ５－問２９

退

院

に

つ

い

て

施

策

全

般

入

院

前

の

生

活

状

況

大阪市（精神科病院入院者）　基礎調査票設問項目表

調査項目 主な選択項目

属

性

入

院

状

況
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